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管路導通点検用伸縮型試験器(ボビン)の開発
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はじめに

地中線管路の内部調査|よ、主に管路導通調験によ

り行なっているが、二↓
‐1法は規定の寸法で製作さ

れた鉄製の試験器 (ホ|!,という)に より管路内を

通過させて状態を確認している。

1回 目のボビンが不通げ,場合、外径または有効

長の異なるボビンに替えて再度実施するが 2回 目

以降も不通の場合は、最大 4工程の繰返えし作業

が必要となる。

本開発は、工程の省力化による作業性の向上を図

るため、伸縮型ボビンを扇矢工事榊と共同開発した

ものである。

以下、その概要につt ごヽホ,呂介する。

1.伸縮型ボビンの機能について

このボビンは、既存t/74種類のものを 1個で対

応可能にしたものである.

2.伸縮型ボビンの構造について

外径ならびに有効長を変える方法として、空気シ

効 炒

外径可変 (01 3 0 o 1 4 0 )

長さ可変 (40 0 6 0 0Ⅲ

リンダーを使用し、圧縮空気により遠方制御を行な

っている。

外径の可変用シリンダーは、円周上に6個 ×6

列取付け、合計36個で制御している。

長さの可変用シリンダーは、軸方向に2個 取付

け制御している。

また、遠方でボビンの伸縮状態を確認するため、

シリンダーに近接スイッチを取付けてある。

3.伸縮型ボビンの制御について

圧縮空気を供給するためのホースは、外径の可変

用に 2本、長さの可変用に2本使用し、常時圧力

が加わった状態で規定の寸法を保持している。

22  ち そうけん19991



この制御は地上で行なうため、4本 のホースと

接点回路用のケーブル並びに、ボビンを引張るため

のワイヤーが必要であり、新規に複合ケーブルを開

発した。

この複合ケーブルは、中心にテンションメンバー

〔伸縮ボビンの制御回路図〕
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4.複合ケーブル巻取リドラムについて

実用化を図るため、車に搭載可能な専用の巻取り

ドラムを開発した。

この特徴は、回転するドラムに外部の高圧ボンベ

から圧縮空気が供給出来る構造となっており、制御

盤をドラムの内部に収納しコンパクト化を図った。

また、ケーブルの巻取りまたは線出しをサポート

するためのモーターと、 ドラムヘの巻取りをスムー

ズに行なうためのトラバース並びに、距離計淑l計な

どを装備すると共に、車両への積み下ろしが容易な

架台を取付け、作業者 1名で取扱い出来る機能を

備えている。

丘現場実証試験結果について

東京電力燃犬船工務所の協力を得て、実設備を使

用して実証試験を行なった。

過去の導通調験データをもとに確認した結果、同

様のデータが得られたと共に、作業時間の短縮につ

いても確認され、所期の目的を達成することが出来

た古

トピックス

を入れ、4本のホースと6芯 ケーブルを一体化し

たものである。

これによリワイヤーを省略出来るなど、作業性の

向上が図られた。

〔複合ケーブル断面図〕
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おわりに

最近の経営環境から '業務の効率化」と 「コスト

ダウン」が最重要課題であり、今回の伸縮型ボビン

の開発で確認された作業性の向上の外に、コスト面

での節減が更に図ることが出来れば、現場適用する

ことにより大きく寄与するものと思われる。

以上

エアホース

〔巻き取リドラムとボビン〕

19991ちそうけた  2ゴ


